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他個体の行動を読む - 野外状況での実験

沓掛展之 (束京大･総合文化/日本学術振興会)

マカクは同校個体 との共同注視ができることが幾つかの実験から示 されているが (e.g.,

Tbmaselloeta1.,1998)､この能力の究極要田に関する研究は全 く行われなかった｡本研究では､

マカクが他個体の視線の向きから危険物の存在､位位を特定している､という仮説を立て､長野

県志羽前原の餌付けニホンザル群 (志羽Al,A2群)において検証した｡ヘビの模aJ_の頭部のみ

(帽3.5cm長さ11.5cm)をサルが見ていない状況で､正面からしか見えない場所に隠した｡あ

る個体がヘビを発見 したら (発見個体)､発見個体の 3m以内にいた個体の中で探索行動を開始

した個体 (探索個体)を 2分間観察した｡観察個体がヘビを発見したかどうかは､視線の向き

や表情から判断した｡仮説からは発見個体が模型に対する注視をした場合には探索個体がヘビを

見つける塀皮が高くなる､と予測されるが､60回の実験の結果､発見個体が注視をした場合と

注視 しなかった場合の間で観察個体がヘビを発見する頻度に有意差はなかった (34.3% vs

lO･7%;Fisherの正確確率検定法;x2=4.84,ns)｡このことは､マカクは､日常生活中の危険察

知において､同種他個体の視線の向きを手がかりとして利用 していない可能性を示唆している｡

今後､異なったパラダイムによる実験による､さらなる検討が必要であろう｡

Tomaselloetal.(1998)ADL'mBehav55:106311069.
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霊長目の膿前庭腺におけるエス トロジェンリセプターの局在について

木村順平 (日本大 ･生物餅 原･獣医解剖)

腔前庭膜はヒト､ウシ,ネコ､コウモリ､ハイエナ､オポッサムなどに存在 し､エス トロジ

ェンの標的署是官である串が知られているが､霊長目ではどの種に存在するか検索はされていない.

今回､アカゲザル (卵胞期)､ニホンザルにおいてその存在を組織学的に検討 したところ､臓前

庭郡に明らかに､大前庭腺 (バル トリン醸)を左右一対認めた｡腺房細胞はヘマ トキシン-エオ

ジン染色では､不染の細胞質を有 し､核は基底側に押 しやられた典型的な粘液腺であった｡抗エ

ス トロジェンリセプター抗体を用いた酵素抗体法を適用 した結果､導管部の細胞の核に陽性反応

を認めた｡近年､問題視されている外因性内分泌か く乱物質の生殖毒性評価の対象として､エス

トロジェンの標的器官に関する基礎的知見を増す必要性が高まっているが､霊長日の隆前庭腺に

関しても､今後､更に検討を加えることが望ましい｡
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大型規人猿の精子形成と精巣形態の桂岡比較

榎本知郎 ･中野まゆみ ･花本秀子 (東海大 ･医 ･形態)･

松林清明 (京都大 ･霊長研 ･進化モデル)

大空望獅人狼において､和子形成や約兆形態が杓子奴争を含めた繁殖戦略の様相とどのように

関連 しているか検討するため､杓子形成と梢鵜形態を比較 した｡

ゴリラ (N=11)､チンパンジー (N=11)､オランウータン (N=6)から､オー トプシーとバイ

オプシーによって柵兆サンプルを採取 した｡これらをフォルマリンで固定､パラフィン包埋､4

〝m で持切､ヘマ トキシリン･エオシン (HE)および PAS-ヘマ トキシリンで染色 した｡また､

ライデイヒ細胞を検出するため､テス トステロンを免疫組織化学的に染色 した｡さらに対照のた
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